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理念 

3 つのたくましさを育てる 

「体のたくましさ」 

「心のたくましさ」 

「人とつながるたくましさ」 

 

【中期経営計画（令和 3 年～令和 8 年）】 

〇自然体験・モノづくり・人とのコミュニケーションを柱とし、様々な活動を通して対話しながら疑問を見つけたり、解決しようとしたり、友達と協力したりす

る。生きる力の基礎づくりへの明確なビジョンが持てるように保育実践を継続する。 

〇人とつながる力を育てることを研究テーマとし、R4～R6 の 3 ヵ年を取り組み期間とする。１年ごとの成果と課題を明確にしつつ、様々な方法で人とつながる

力が育つための保育実践を行う。 

〇新型コロナウィルス感染症の体験を踏まえて、安心して集団生活を通した学びが実現できるように、生活様式・行事のあり方を見直し検証・実践する。 

〇乳幼児期における ESD（持続可能な社会の担い手を育てる教育）実践を具体化し成果を出す。 

〇働き方改革と職員の質の向上を目指す。 

 

教育保育目標 

「元気でたくましい子」 

「自分や人を大切に思える子」 

「意欲のある子ども」 

「感性豊かな子ども」 

 

 

【人とつながるたくましさ】 

〇愛着関係を元に、自ら様々なことに取り

組めるようになる。 

〇環境や大人の援助を通して人とのつな

がりが持てるようになる。 

〇集団生活の中で、自己発揮し認められる

ことで自己を肯定的に捉えられるように

なる。 

〇幼児同志の繋がりの中で、自己主張のぶ

つかり合いによる葛藤から他者をより理

解し合える体験ができるようになる。 

〇伝える力と聞く態度が備わる 

 

 

【目指す大人像】 

○一人ひとりの子どもの心情に寄り添える大人 

〇子どもの頑張っている姿に共感し応援できる大人 

〇子どもの表面的な行動や言動に惑わされず、その裏にあ

る本質と向き合える大人 

○他者と協働する事の出来る大人 

〇気持ちよい挨拶ができる大人 

【特に配慮を要する子どもの指導】 

〇教職員で連携を図り、子どもの育ちの共通理解に努

める。必要な園児への個別指導計画作成 

〇保護者や専門機関との連携を取り適切なサポート

ができる体制を作る。保育教諭・保護者とのケース会

議を年 2 回以上行う。 

【子育て支援に関する事】 

〇保護者・地域への支援・園庭開放 

保護者との相互理解、就労と子育ての両立支援 

〇地域における子育て家庭の保護者等に対する支援 

一時預かり事業、育児相談、プレ保育（ひよこ） 

〇地域における関係機関等との連携（青少協・地域連

絡会議等） 

 

 

 

【研修計画】 

〇外部研修 

〇園内研修ビデオカンファ

レンスを通して子ども理解

を深める 

〇キャリアアップ研修 

 

〇自己評価・学校評価 

〇保護者アンケート実施 

【目指す子ども像】 

〇のびのびと体を動かす心地よさが分かるこども 

〇いろいろな体の部位を使って多様な動きを身に付ける子ども 

〇挑戦意欲のある子ども 

〇友だちと一緒にルールのある遊びを楽しめる子ども 

〇自分の目当てを持てるこども 

〇気持ちよい挨拶ができる子ども 

【地域との交流・関わり】 

○近隣の麻の葉デイサービス 

〇西落合小学校との連携 

〇西落合学童クラブボランテ

ィア受け入れ 

〇地域の自然、人材、公共施設

などの地域資源活用 

〇ＥＳＤ教育(持続可能な社

会の創り手を育む教育)を推

進する。 

〇大人が ESDを理解し、具体

的な実践へと結び付けてい

くようにする。 

 

 

【保育・教育】 

〇保育者との愛着関係を元に

一人ひとりの生活リズムを保

障する。（生命の保持） 

〇子どもの非認知能力を高め

るために子どもの姿の理解し

柔軟な思考をもって保育を行

い自己肯定感を育む。 

【人権を守り育む】 

〇ありのままの子どもの姿を

尊重しながら、よりよく生

きるための支援をする。 

〇自分の自由と他者の自由の

大切さが分かる。 

 

 

保育時間等 

●開所時間：７：００～１９：００●教育標準時間：９：００～１５：００（年少 1時）＊預かり保育：保育終了～１７：００（1号認定） 

●保育標準認定：月～土開所 11時間（７：００～１８：００）教育時間は一日 4時間とし年間 39週を下らない 

●付帯事業＊延長保育時間：１８：００～１９：００＊一時預かり事業（1歳～就学前） 

【健康支援】 

〇健康及び発育発達状況の

定期的、継続的な把握、健

康診断の実施、虐待等早期

発見、各関係機関との連

携、感染症集団発生の予

防、年間保育指導計画、教

職員検診及び検便等 

【環境、衛生、安全管理】 

〇室内外の設備・用具等の衛

生管理、園の適切な環境維

持、毎月の避難訓練等 

 

 

【体のたくましさ】 

〇保護者の理解と協力を得ながら、集団

生活における感染症対策を定着させ、学

びと保育の継続を目指す。 

〇遊びや生活を通して、基本的な体の 

動きが身につくようなる。 

（しなやかな動き、リズミカルな動き） 

〇体を動かす心地よさが分かり、自ら 

取り組む。 

〇日本の郷土料理を給食で提供し、食 

を通して日本の風土や食材を知り、興 

味を広げる。 

 

 

【心のたくましさ】 

〇子どもが主体的に、いろいろな表現 

活動を楽しめるようになる。 

〇自然環境を生かして、不思議さや、

思考を巡らせる事が楽しめるように

なる。 

〇自己決定する機会を通して、主体的

な行動に自信が持てるようになる。 

〇自ら興味のあることに挑戦し、上手

くいかないことがあっても、繰り返し

取り組もうとする気持ちが持てるよ

うになる。 

 

今年度重点目標 


